
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】

【請求項３】
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台枠を合成樹脂で一体に成形し、屋根裏から吊り下げられた吊りボルトに据え付ける着脱
自在な取付金具と、前記取付金具と嵌合する取付金具固定部を前記台枠の対向する側面に
各々有し、前記取付金具は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部に開口部が形成
され、水平方向に向く板部に前記吊りボルトを挿入する穴が形成されており、前記取付金
具固定部は前記台枠の側面に前記取付金具の前記開口部が係合する凸部を備えた弾性を有
する爪片と、この爪片の外側を取り囲み下端に開口部を持つ箱体のカバー部とを備え、こ
のカバー部の上端に前記係合を外すための開口部を形成してなることを特徴とする天井埋
込形空気調和機。

台枠を合成樹脂で一体に成形し、屋根裏から吊り下げられた吊りボルトに据え付ける着脱
自在な取付金具と、前記取付金具と嵌合する取付金具固定部を前記台枠の対向する側面に
各々有し、前記取付金具は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部に凸部を備えた
弾性を有する爪片が形成され、水平方向に向く板部に前記吊りボルトを挿入する穴が形成
されており、前記取付金具固定部は前記台枠の側面に前記取付金具の前記凸部が係合する
開口部と、この開口部の外側を取り囲み下端に開口部を持つ箱体のカバー部とを備え、こ
のカバー部の上端に前記係合を外すための開口部を形成してなることを特徴とする天井埋
込形空気調和機。



【請求項４】

【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、天井内に埋め込まれて設置される天井埋込形空気調和機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種空気調和機としては、例えば図２２，図２３，図２４に示すように天井１の
方向に開口を有した箱型の金属製台枠２を金属製台枠本体３と両側板４で構成し、そして
その金属製台枠２の内側には送風回路を構成するエアガイダ５，右側板６，左側板７を設
けている。そして右側板６の下方に、モーター支持板８を設けてファンモーター９を支持
するとともに、このファンモーター９の回転軸に送風作用を行なうクロスフローファン１
０の一端を連結し、また前記左側板７には軸受１１を設け、クロスフローファン１０の他
端を連結している。また、熱交換を行う熱交換器１２を右側板６，左側板７に接合し、熱
交換器１２の一方に配管と接続する補助配管１３を設けている。さらに、前記金属製台枠
２の内側において前記クロスフローファン１０に送風作用を発揮させるスタビライザ１４
を設け、また熱交換器１２の下方には熱交換器１２から排出するドレン水を受ける水受皿
１５を設け、この水受皿１５の下端を覆い金属製台枠２の下端を強化する底部１６を設け
ている。水受皿１５の一方には水受皿１５に滞留したドレン水を機外に排出するドレンポ
ンプ１７を設けている。
【０００３】
このように構成された空気調和機１８の下方には天井１を介して空気調和機１８の下方を
覆う化粧パネル１９を設けている。この化粧パネル１９は金属製台枠２に取り付けられる
。そして前記空気調和機１８を固定するため、金属製台枠２の両側板４に電気溶接などで
複数の吊り金具２０を設け、この吊り金具２０を吊りボルト２１に対し吊りボルト２１に
螺合させたナット２２を介して固定するようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の構成の空気調和機は金属製部品点数が多く、製造する上で金属
製部品点数をネジ止め、溶接するなど製造工数もかなりかかり、また本体重量もかなり重
く運搬、施工時に多大な労力を要するばかりでなく、本体重量が重いが為に施工時に金属
製台枠，吊り金具などの部品端面で手や身体に傷つけるなど安全性に欠けていた。また、
空気調和機の取り換えなどの時に、古い空気調和機と新しい空気調和機の寸法が異なる場
合は、天井から吊り下げられたボルトの位置を新しい空気調和機の寸法に合わし直す必要
があるため施工面で問題があった。
【０００５】
本発明は、このような課題を解決するもので、空気調和機を軽量化し、施工性ならびに安
全性を向上させるようにすることを目的とするものである。
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取付金具は水平方向に向く板部の長さの異なるものを備えてなることを特徴とする請求項
１または２に記載の天井埋込形空気調和機。

取付金具は水平方向に向く板部が湾曲しているものを備えてなることを特徴とする請求項
１または２に記載の天井埋込形空気調和機。

台枠を合成樹脂で一体に成形し、屋根裏から吊り下げられた吊りボルトに据え付ける着脱
自在な取付金具と、前記取付金具と嵌合する取付金具固定部を前記台枠の対向する側面に
各々有し、前記取付金具は１枚の金属板の上端を２つ折りして、上下方向に向く２重構造
の板部に開口部を形成し、２重構造の板部の一方に穴が形成されてなる水平方向に向く板
部を連設し、この水平方向に向く板部よりも下方に突出する他方の板部の下端に水平方向
に向く板部を連設し、この板部に化粧パネル固定穴を設けて、化粧パネルをビスにより固
定するように構成してなることを特徴とする天井埋込形空気調和機。



【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明は、空気調和機の台枠を合成樹脂で一体に形成すると共
に、台枠の対向する面に金属製取付金具を設け、台枠から金属製取付金具を着脱自在にす
るものである。
【０００７】
上記の構成によって、空気調和機を軽量化することとなり、製造工数の削減、作業性の向
上、安全性の向上を図ることができる。
【００１０】

記載の発明は、

取付金具は側面形状がＬ字形を呈し
、上下方向に向く板部に開口部が形成され、水平方向に向く板部の先端に締め付け用ナッ
トを備えた吊りボルトを挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴が形成されており 取付金具固
定部は前記台枠の側面からＵ字状に突出するように形成され外面の上端近傍部に前記取付
金具の前記開口部が係合するように上方に膨らむ凸部を備えた弾性を有する爪片と、この
爪片の外側を取り囲み 上下方向に向く板部が前記爪片の凸部から外れない
ように保持するための カバー部とを備え、このカバー部の上端
に前記爪片と 上下方向に向く板部との係合を外すための開口部を形成して
なるもので、製造工程を容易にし、施工現場で容易に取付金具を交換することができる。
【００１１】

に記載の発明は、取付金具は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部に凸
部を備えた弾性を有する爪片が形成され、水平方向に向く板部の先端に締め付け用ナット
を備えた吊りボルトを挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴が形成されており、 台枠側

前後両端近傍部に 下端に開口部を持つ箱体の取付金具固定 を設け、この取付金具固
定部は前記台枠の側面に前記取付金具の凸部が係合するように開口部と前記爪片の凸部か
ら外れないように保持するためのカバー部とを備え、このカバー部の上端に前記開口部と
上下方向に向く板部の爪片との係合を外すための開口部を形成してなるもので、施工現場
で容易に取付金具を交換することができる。
【００１２】

に記載の発明は、取付金具は水平方向に向く板部の長さの異なるものを備えてな
り、 に記載の発明は、取付金具は水平方向に向く板部が湾曲しているものを備え
てなるもので、空気調和機の買い換え、取り換えなどのとき、古い空気調和機と新しい空
気調和機の寸法が異なっても吊りボルトの付け替えを行う必要がなく、容易に空気調和機
を据え付けることができる。
【００１５】

に記載の発明は、取付金具は１枚の金属板の上端を２つ折りして、上下方向に向
く２重構造の板部に開口部を形成し、２重構造の板部の一方にほぼＴ字形の切り欠き穴が
形成されてなる水平方向に向く板部を連設し、この水平方向に向く板部よりも下方に突出
する他方の板部の下端に水平方向に向く板部を連設し、この板部に化粧パネル固定穴を設
けてなるもので、この構成により取付金具に化粧パネルをビス止めすることができる。
【００１６】
【実施例】
以下本発明の実施例について図面を参照して説明する。
【００１７】
先ず、本発明の第１実施例について説明すると、図１～図３において、３１は天井３２内
に埋め込まれた空気調和機本体、３３は空気調和機本体３１の下方に固定され天井３２の
表面に露出した化粧パネルである。３４は化粧パネル３３に設けた吸い込み部、３５は化
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【発明の実施の形態】
請求項１に 熱交換器、クロスフローファン、ファンモーター、ドレンポン
プなどを内蔵する台枠を合成樹脂で一体に成形し、屋根裏から吊り下げられた吊りボルト
に据え付ける着脱自在な取付金具と、前記取付金具と嵌合する取付金具固定部を前記台枠
の対向する側面の前後両端近傍部に各々有している。

、

前記取付金具の
下端に開口部を持つ箱体の

前記取付金具の

請求項２

一方、
の は 部

請求項３
請求項４

請求項５



粧パネル３３に設けた吹き出し開口部である。前記化粧パネル３３は現場で施工業者によ
り後付けとして設置される。３６は空気調和機３１の上半分を構成する合成樹脂製の台枠
で、下端が開口している。
【００１８】
３７は送風作用を行うクロスフローファン、３８はクロスフローファン３７の軸３９側を
支持する軸受、４０はクロスフローファン３７のボス４１側を支持するファンモーターで
ある。４２は室内空気と冷媒の熱交換を行う熱交換器、４３は熱交換器４２から機外へ導
出する補助配管である。また、４４は空気調和機の運転制御を行うコントロール部（図示
なし）を収納する電源箱、４５はファンモーター４０を支持するファンモーター取付具で
ある。また４６は熱交換器４２から排出されるドレン水を受ける合成樹脂の成形品と合成
樹脂の発泡成型品（たとえば発泡スチロール成型品）を重合させて形成し、空気調和機の
下部を構成する水受皿である。４７は水受皿４６の内部に設けられたドレンポンプである
。
【００１９】
ところで、前記台枠３６の長手方向の両側面には空気調和機を吊り下げるため、 か
ら吊り下げられた吊りボルト４８に固定する複数個の取付金具４９が設けられる。
【００２０】
前記取付金具４９と前記台枠３６を接着，溶接，ネジ止めなどにより固定することにより
合成樹脂の吊り下げ強度を得ることができる。
【００２１】
また、前記取付金具４９と前記台枠３６を引っかけ構造にすることで製造工数を削減でき
る。
【００２２】
図４～図７ 台枠３６に対する 取付金具４９の取り付け部

を拡大して示しており、前記取付金具４９は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に
向く板部４９ａに矩形の開口部５０が形成され、水平方向に向く板部４９ｂの先端に吊り
ボルト４８を挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴５１が形成されている。一方前記台枠３６
の両端部における前後両端近傍部に下端に開口部を持つ箱体の取付金具固定部５２を設け
てある。取付金具固定部５２は前記台枠３６の側面からＵ字状に突出するように形成され
外面の上端近傍部に上方に膨らむ凸部５３ａを備えた爪片５３と、この爪片５３の外側を
取り囲む下端開口のカバー部５４とから構成され、前記爪片５３の両側部および上端部に
おける台枠３６の側面は切り抜かれて爪片５３に弾性を有らせしめている。５５は前記爪
片５３の上部において前記カバー部５４の上端に形成された開口部である。さらに、前記
爪片５３形成位置における台枠３６の側面の内側は後述する爪片５３と取付金具４９の開
口部５０との係合を解除させる際の開口部５５に対する治具の差し込みの邪魔にならない
ように構成されている。このような構成の取付金具固定部５２の爪片５３の凸部５３ａに
取付金具４９の開口部５０を係合させて爪片５３に取付金具４９を取り付ける場合は、先
ず取付金具４９をカバー部５４の下端開口から取付金具４９の上下方向に向く板部４９ａ
を差し込み、前記開口部５０を前記爪片５３の凸部５３ａに係合させれば良い。このよう
にして台枠３６に取り付けられた取付金具４９の切り欠き穴５１に前記吊りボルト４８を
嵌め込み、取付金具４９の水平方向に向く板部 の上下で吊りボルト４８に螺合する
ナット５６を前記板部４９ｂに対し締め付けることにより空気調和機が吊りボルト４８に
吊り下げられる。なお、取付金具４９の上下方向に向く板部４９ａの開口部５０を爪片５
３の凸部５３ａに係合させた状態において、前記カバー部５４の内面は上下方向に向く板
部４９ａの外面に近接しており、上下方向に向く板部４９ａは爪片５３の凸部５３ａから
勝手に外れないようになっている。取付金具４９を前記爪片５３から外す場合は、適当な
治具を用いて前記開口部５５から爪片５３を台枠３６側に傾け、爪片５３と取付金具４９
の開口部５０との係合を外した状態で取付金具４９を取付金具固定部５２の下端から下方
に移動させることで台枠３６から取付金具４９を簡単に外すことができる。
【００２３】
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屋根裏

は取付金具４９及び 前記 とその係
合状態

４９ｂ



上記構成において、合成樹脂製の空気調和機を吊り下げるには、本体荷重は下方に向くが
、取付金具４９は上下方向に向く板部４９ａの開口部５０を爪片５３の凸部５３ａに係合
すること、およびカバー部５４の内面は上下方向に向く板部４９ａの外面に近接している
ことから、取付金具４９は台枠３６から外れることなく、合成樹脂の吊り下げ強度を得る
ことができる。また、部品点数を削減できる。
【００２４】
図８～図１０ 台枠３６に対する 取付金具４９の取り付け部

を拡大して示しており、前記取付金具４９は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向
に向く板部４９ａに凸部５３ａを備えた爪片５３から構成され、前記爪片５３の両側部は
切り抜かれて爪片５３に弾性を有らせしめている。水平方向に向く板部４９ｂの先端に吊
りボルト４８を挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴５１が形成されている。一方前記台枠３
６の両端部における前後両端近傍部に下端に開口部を持つ箱体の取付金具固定部５２を設
けてある。取付金具固定部５２は前記台枠３６の側面に矩形の開口部５０が形成され、こ
の開口部５０の外側を取り囲む下端開口のカバー部５４とから構成され、５５は前記開口
部５０の上部において前記カバー部５４の上端に形成された開口部である。さらに、

開口部５０と取付金具４９
の爪片５３との係合を解除させる際の開口部５５に対する治具の差し込みの邪魔にならな
いように構成されている。このような構成の取付金具４９の爪片５３の凸部５３ａに取付
金具固定部５２の開口部５０を係合させて取付金具４９の爪片５３に取付金具固定部５２
の開口部５０を取り付ける場合は、先ず取付金具４９をカバー部５４の下端開口から取付
金具４９の上下方向に向く板部４９ａを差し込み、前記爪片５３の凸部５３ａに前記開口
部５０を係合させれば良い。このようにして台枠３６に取り付けられた取付金具４９の切
り欠き穴５１に前記吊りボルト４８を嵌め込み、取付金具４９の水平方向に向く板部４９
ｂの上下で吊りボルト４８に螺合するナット５６を前記板部４９ｂに対し締め付けること
により空気調和機が吊りボルト４８に吊り下げられる。なお、取付金具４９の上下方向に
向く板部４９ａの爪片５３の凸部５３ａを開口部５０に係合させた状態において、前記カ
バー部５４の内面は上下方向に向く板部４９ａの外面に近接しており、上下方向に向く板
部４９ａは開口部５０から勝手に外れないようになっている。取付金具４９を前記開口部
５０から外す場合は、適当な治具を用いて前記開口部５５から爪片５３を台枠３６と反対
側に傾け、開口部５０と取付金具４９の爪片５３との係合を外した状態で取付金具４９を
取付金具固定部５２の下端から下方に移動させることで台枠３６から取付金具４９を簡単
に外すことができる。
【００２５】
上記構成において、合成樹脂製の空気調和機を吊り下げるには、本体荷重は下方に向くが
、取付金具４９は上下方向に向く板部４９ａの爪片５３の凸部５３ａを開口部５０に係合
すること、およびカバー部５４の内面は上下方向に向く板部４９ａの外面に近接している
ことから、取付金具４９は台枠３６から外れることなく、合成樹脂の吊り下げ強度を得る
ことができる。また、台枠３６の樹脂成形も容易に行うことができる。
【００２６】
ところで、前記取付金具４９としては前記図４に示す構成の他、図１１や図１２に示す構
成のものが使用される。前記図４に示す構成のものは水平方向に向く板部４９ｂの長さが
短いが、図１１に示す構成のものは水平方向に向く板部４９ｂの長さが長く、また図１２
に示す構成のものは水平方向に向く板部４９ｂが湾曲している。そして、これらの取付金
具４９を適宜組み合わせることにより、図１３～図１５に示すように吊りボルト４８の位
置に取付金具４９の切り欠き穴５１を合わせることができるものである。即ち、図１３に
示すように空気調和機本体３１の長辺側における吊りボルト４８間の距離がＬ１、短辺側
における吊りボルト４８間の距離がＬ２とした場合は、空気調和機本体３１の両側部にお
ける前後両端近傍部に設けられる取付金具４９は前記図４に示す取付金具を用いればよい
が、図１４に示すように空気調和機本体３１の長辺側における吊りボルト４８間の距離が
Ｌ１＋Ｌ３、短辺側における吊りボルト間の距離がＬ２とした場合は、空気調和機本体３
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は取付金具４９及び 前記 とその
係合状態

前記
開口部５０形成位置における台枠３６の側面の内側は後述する



１の一側部における前後両端近傍部に設けられる取付金具４９は前記図４に示す取付金具
４９を用いれば良く、空気調和機本体３１の他側部における前後両端近傍部に設けられる
取付金具４９は前記図１１に示す取付金具４９を用いれば良い。さらに図１５に示すよう
に空気調和機３１の長辺側における吊りボルト４８間の距離Ｌ１、短辺側における吊りボ
ルト４８間の距離がＬ２＋Ｌ４とした場合は、空気調和機３１の両端部における前端近傍
部に設けられる取付金具４９は前記図４に示す取付金具４９を用いれば良く、空気調和機
本体３１の両側部における後端近傍部に設けられる取付金具４９は前記図１２に示す取付
金具４９を用いれば良い。
【００２７】
従って、係る複数種類の取付金具４９を用いることにより、空気調和機の買い換え、取り
換えなどのとき、古い空気調和機と新しい空気調和機の寸法が異なっても吊りボルト４８
の付け替えを行う必要がなく、容易に空気調和機を据え付けることができる。
【００２８】
本発明の第７実施例について説明すると、図１～図３において、３１は天井３２内に埋め
込まれた空気調和機本体、３３は空気調和機本体３１の下方に固定され天井３２の表面に
露出した化粧パネルである。３４は化粧パネル３３に設けた吸い込み部、３５は化粧パネ
ル３３に設けた吹き出し開口部である。前記化粧パネル３３は現場で施工業者により後付
けとして設置される。３６は空気調和機３１の上半分を構成する合成樹脂製の台枠で、下
端が開口している。
【００２９】
３７は送風作用を行うクロスフローファン、３８はクロスフローファン３７の軸３９側を
支持する軸受、４０はクロスフローファン３７のボス４１側を支持するファンモーターで
ある。４２は室内空気と冷媒の熱交換を行う熱交換器、４３は熱交換器４２から機外へ導
出する補助配管である。また、４４は空気調和機の運転制御を行うコントロール部（図示
なし）を収納する電源箱、４５はファンモーター４０を支持する 取付具で
ある。また４６は熱交換器４２から排出されるドレン水を受ける合成樹脂の成形品と合成
樹脂の発泡成型品（たとえば発泡スチロール成型品）を重合させて形成し、空気調和機の
下部を構成する水受皿である。４７は水受皿４６の内部に設けられたドレンポンプである
。
【００３０】
ところで、前記台枠３６の長手方向の両側面には空気調和機を吊り下げるため、 か
ら吊り下げられた吊りボルト４８に固定する複数個の取付金具４９が設けられる。
【００３１】
前記取付金具４９と前記台枠３６を接着，密接，ネジ止めなどにより固定することにより
合成樹脂の吊り下げ強度を得ることができる。
【００３２】
また、前記取付金具４９と前記台枠３６の引っかけ構造を以下に説明する。図４～図７の
前記台枠３６に対する取付金具４９の取り付け部を拡大して示しており、前記取付金具４
９は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部４９ａに矩形の開口部５０が形成され
、水平方向に向く板部４９ｂの先端に吊りボルト４８を挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴
５１が形成されている。一方前記台枠３６の両端部における前後両端近傍部に下端に開口
部を持つ箱体の取付金具固定部５２を設けてある。取付金具固定部５２は前記台枠３６の
側面からＵ字状に突出するように形成され外面の上端近傍部に上方に膨らむ凸部５３ａを
備えた爪片５３と、この爪片５３の外側を取り囲む下端開口のカバー部５４とから構成さ
れ、前記爪片５３の両側部および上端部における台枠３６の側面は切り抜かれて爪片５３
に弾性を有らせしめている。５５は前記爪片５３の上部において前記カバー部５４の上端
に形成された開口部である。さらに、前記爪片５３形成位置における台枠３６の側面の内
側は後述する爪片５３と取付金具４９の開口部５０との係合を解除させる際の開口部５５
に対する治具の差し込みの邪魔にならないように構成されている。このような構成の取付
金具固定部５２の爪片５３の凸部５３ａに取付金具４９の開口部５０を係合させて爪片５
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ファンモーター

屋根裏



３に取付金具４９を取り付ける場合は、先ず取付金具４９をカバー部５４の下端開口から
取付金具４９の上下方向に向く板部４９ａを差し込み、前記開口部５０を前記爪片５３の
凸部５３ａに係合させれば良い。このようにして台枠３６に取り付けられた取付金具４９
の切り欠き穴５１に前記吊りボルト４８を嵌め込み、取付金具４９の水平方向に向く板部
４９ｂの上下で吊りボルト４８に螺合するナット５６を前記板部４９ｂに対し締め付ける
ことにより空気調和機が吊りボルト４８に吊り下げられる。なお、取付金具４９の上下方
向に向く板部４９ａの開口部５０を爪片５３の凸部５３ａに係合させた状態において、前
記カバー部５４の内面は上下方向に向く板部４９ａの外面に近接しており、上下方向に向
く板部４９ａは爪片５３の凸部５３ａから勝手に外れないようになっている。取付金具４
９を前記爪片５３から外す場合は、適当な治具を用いて前記開口部５５から爪片５３を台
枠３６側に傾け、爪片５３と取付金具４９の開口部５０との係合を外した状態で取付金具
４９を取付金具固定部５２の下端から下方に移動させることで台枠３６から取付金具４９
を簡単に外すことができる。
【００３３】
そして、図１６～図１７に吊りボルト４８に対する化粧パネル取付金具６０の取付部を拡
大して示しており、前記化粧パネル取付金具６０はコ字形もしくはＺ字形を呈し、水平方
向に向く板部６０ａの先端に吊りボルト４８を挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴５１が形
成され、この水平方向に向く板部６０ａよりも下方に突出する他方の板部の下端に水平方
向に向く板部５７を連設し、化粧パネル取付金具６０の切り欠き穴５１に前記吊りボルト
４８を嵌め込み、化粧パネル取付金具６０の水平方向に向く板部６０ａの上下で吊りボル
ト４８に螺合するナット５６を前記板部６０ａに対し締め付けることにより空気調和機が
吊りボルト４８に吊り下げられ、前記板部５７に化粧パネル３３固定用ねじ穴５８を設け
て、図１７に示すように化粧パネル３３をビス５９により固定するように構成されている
。
【００３４】
さらに、化粧パネル取付金具６０としては前記図１６に示す構成の他、図１８に示す構成
のものも使用される。図１８に示す構成のものは、前記化粧パネル取付金具６０はコ字形
もしくはＺ字形を呈し、水平方向に向く板部６０ａの先端に取付金具４９固定用ねじ穴６
１を設けて、この水平方向に向く板部６０ａよりも下方に突出する他方の板部の下端に水
平方向に向く板部５７を連設し、図１９に示すように化粧パネル取付金具６０を取付金具
４９にビスなどにより固定し、化粧パネル３３をビス５９により化粧パネル取付金具６０
に固定するように構成されている。
【００３５】
さらに、取付金具４９としては前記図４，図１１，図１２に示す構成の他、図２０に示す
構成のものも使用される。図２０に示す構成のものは１枚の金属板の上端を２つ折りして
、２重構造の板部に前記開口部５０を形成し、２重構造の板部の一方に切り欠き穴５１が
形成されてなる水平方向に向く板部４９ｂを連設し、この水平方向に向く板部４９ｂより
も下方に突出する他方の板部の下端に水平方向に向く板部５７を連設し、この板部５７に
化粧パネル３３固定用ねじ穴５８を設けて、図２１に示すように化粧パネル３３をビス５
９により固定するように構成されている。
【００３６】
上記構成において、合成樹脂製の空気調和機を吊り下げるには、本体荷重は下方に向くが
、取付金具４９は上下方向に向く の開口部５０を爪片５３の凸部５３ａに係合するこ
と、およびカバー部５４の内面は上下方向に向く の外面に近接していることから、取
付金具４９は台枠３６から外れることなく、
。また、万一取付金具固定部５２が破損したとしても化粧パネル３３が吊りボルト４８に
固定されているので空気調和機本体３１を化粧パネル３３により

【００３９】
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板部
板部

合成樹脂の吊り下げ強度を得ることができる

支えられるので空気調和
機本体３１の落下等を防ぐことができる。

【発明の効果】



に記載の発明は、取付金具は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部に開
口部が形成され、水平方向に向く板部の先端に締め付け用ナットを備えた吊りボルトを挿
入するほぼＴ字形の切り欠き穴が形成されており、台枠側には前後両端近傍部に下端に開
口部を持つ箱体の取付金具固定 を設け、この取付金具固定部は前記台枠の側面からＵ字
状に突出するように形成され外面の上端近傍部に前記取付金具の前記開口部が係合するよ
うに上方に膨らむ凸部を備えた弾性を有する爪片と、この爪片の外側を取り囲み上下方向
に向く板部が前記爪片の凸部から外れないように保持するためのカバー部とを備え、この
カバー部の上端に前記爪片と上下方向に向く板部との係合を外すための開口部を形成して
なるもので、製造上の部品点数削減、工数削減することができ、施工現場で容易に取付金
具を交換することができる。
【００４０】

に記載の発明は、取付金具は側面形状がＬ字形を呈し、上下方向に向く板部に凸
部を備えた弾性を有する爪片が形成され、水平方向に向く板部の先端に締め付け用ナット
を備えた吊りボルトを挿入するほぼＴ字形の切り欠き穴が形成されており、台枠側には前
後両端近傍部に下端に開口部を持つ箱体の取付金具固定 を設け、この取付金具固定部は
前記台枠の側面に前記取付金具の凸部が係合するように開口部と前記爪片の凸部から外れ
ないように保持するためのカバー部とを備え、このカバー部の上端に前記開口部と上下方
向に向く板部の爪片との係合を外すための開口部を形成してなるもので、合成樹脂台枠の
取付金具固定部形状を開口部にすることで樹脂成形を容易にし、合成樹脂の反りなどの影
響を受けないようにし、空気調和機を支える強度を得ることができる。
【００４１】

に記載の発明は、取付金具は水平方向に向く板部の長さの異なるものを備えてな
り、 に記載の発明は、取付金具は水平方向に向く板部が湾曲してなるものを備え
てなるもので、空気調和機の買い換え、取り替えなどのとき、古い空気調和機と新しい空
気調和機の寸法が異なっても吊りボルトの付け替えを行う必要がなく、容易に空気調和機
を据え付けることができる。
【００４４】

に記載の発明は、取付金具は１枚の金属板の上端を２つ折りして、上下方向に向
く２重構造の板部に開口部を形成し、２重構造の板部の一方にほぼＴ字形の切り欠き穴が
形成されてなる水平方向に向く板部を連設し、この水平方向に向く板部よりも下方に突出
する他方の板部の下端に水平方向に向く板部を連設し、この板部に化粧パネル固定穴を設
けてなるもので、取付金具を２つ折りにすることで空気調和機本体の吊り強度を得ること
ができ、吊り金具と化粧パネルの取付金具を一体にすることで製造上の作業性、施工性の
向上を得ることができる。また、空気調和機本体と化粧パネルとを吊りボルトで各々吊り
下げることができることで、万が一 場合でも化粧パネル
で空気調和機本体を支えることにより本体が落下する事はない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す空気調和機の取り付け部の正面図
【図２】同空気調和機の取り付け部の側面断面図
【図３】同空気調和機の分解斜視図
【図４】同取付金具の第１の例を示す斜視図
【図５】同空気調和機の取付金具固定部の拡大斜視図
【図６】同空気調和機の取付金具固定部の拡大断面図
【図７】同空気調和機の取付金具固定部と取付金具との係合状態を示す拡大断面図
【図８】同取付金具の第２の例を示す斜視図
【図９】同空気調和機の取付金具固定部の拡大斜視図
【図１０】同空気調和機の取付金具固定部と取付金具との係合状態を示す拡大断面図
【図１１】同取付金具の第３の例を示す斜視図
【図１２】同取付金具の第４の例を示す斜視図
【図１３】同空気調和機の第１の取付例を示す平面図
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請求項５

台枠の取付金具固定部が破損した



【図１４】同空気調和機の第２の取付例を示す平面図
【図１５】同空気調和機の第３の取付例を示す平面図
【図１６】同取付金具の第５の例を示す斜視図
【図１７】同第５の例の取付金具の使用例を示す拡大断面図
【図１８】同取付金具の第６の例を示す斜視図
【図１９】同第６の例の取付金具の使用例を示す拡大断面図
【図２０】同取付金具の第７の例を示す斜視図
【図２１】同第７の例の取付金具の使用例を示す拡大断面図
【図２２】従来例を示す空気調和機の分解斜視図
【図２３】同空気調和機の取り付け部の側面断面図
【図２４】同空気調和機の取り付け部の要部拡大斜視図
【符号の説明】
３１　空気調和機本体
３２　天井
３３　化粧パネル
３４　吸い込み部
３５　吹き出し開口部
３６　台枠
３７　クロスフローファン
４０　ファンモーター
４２　熱交換器
４７　ドレンポンプ
４８　吊りボルト
４９　取付金具
４９ａ　上下方向に向く板部
４９ｂ，５７，６０ａ　水平方向に向く板部
５０，５５　開口部
５１　切り欠き穴
５２　取付金具固定部
５３　爪片
５３ａ　凸部
５４　カバー部
５６　ナット
５８　化粧パネル固定用ねじ穴
５９　ビス
６０　化粧パネル取付金具
６１　化粧パネル取付金具固定用ねじ穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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